
令
和
４
年
度
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
第
54
代
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
金
子
友
造

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

現
在
ま
で
萩
商
工
会
議
所
青

年
部
の
歴
史
を
築
い
て
こ
ら
れ

ま
し
た
諸
先
輩
方
に
感
謝
と
敬

意
を
示
す
と
共
に
、
受
け
継
い

だ
伝
統
と
い
う
襷
を
し
っ
か
り

と
次
世
代
に
繋
い
で
行
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
事

に
、
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
が
会
員
一
人
一
人
の
力
を
借

り
て
精
一
杯
務
め
て
参
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
ま
だ
ま
だ
続
く
よ
う
な
状

況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
変
化
に
対
応
し
な
が
ら

歩
み
を
止
め
る
事
な
く
活
動
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

新
し
い
常
識
が
定
着
し
、
コ

ロ
ナ
前
の
よ
う
に
は
戻
ら
な
い

事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
働
き

方
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
、

会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
、
営
業
も
リ

モ
ー
ト
で
行
う
事
が
当
た
り
前

に
な
り
、
地
方
で
も
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。

青
年
経
済
人
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
力
を
持
ち
合
わ
せ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
伝
え
て
い
く
事
が
難
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
青
年
部

の
魅
力
や
醍
醐
味
、
諸
先
輩
方

が
繋
い
で
き
た
青
年
部
に
対
す

る
熱
い
想
い
は
、
会
員
同
士
が

対
面
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
語
り
合
い
、
様
々
な
活

動
を
経
験
・
共
有
し
て
い
く
事

で
伝
え
る
事
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

会
員
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
会
員
一
人
一
人
が

青
年
部
活
動
に
対
し
て
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む

事
で
会
員
同
士
の
絆
が
生
ま

れ
組
織
の
底
上
げ
が
出
来
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
不

易
流
行
～
変
化
に
対
応
で
き
る

力
を
～
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

我
々
青
年
部
が
地
域
を
支
え

る
青
年
経
済
人
と
し
て
こ
の
街

で
生
き
て
い
く
事
が
地
域
の
発

展
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
青
年
部
と
し
て
変

え
て
は
い
け
な
い
本
質
は
し
っ

か
り
守
り
伝
え
て
い
き
、
時
代

に
合
わ
せ
た
新
し
い
変
化
を
取

り
入
れ
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
大
切
な
事
は
、
何

が
不
易
で
、
ど
こ
が
流
行
な
の

か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が

ら
こ
の
一
年
間
活
動
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
萩
商

工
会
議
所
、
そ
の
他
関
係
各
位

の
皆
様
、
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
方
の
皆

様
に
は
、
青
年
部
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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委
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石
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和
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委
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会
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会
員
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図
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が
ら
他
団
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交

流
事
業
の
運
営
や
、
コ
ロ
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禍
で
あ

る
萩
市
の
活
性
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に
貢
献
出
来
る
よ

う
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事
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予
定
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す
。

事
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分
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人
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バ
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一
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ａ
ｇ
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タ
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事
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ま
す
。
コ
ロ
ナ
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あ
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年
間
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し
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事
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萩
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萩
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上
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い
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力
を
借
り
な
が
ら
自
分
自
身
も
成

長
し
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い
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ま
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今
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事
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も
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ま
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が
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サ
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「
変
化
に
対
応
で
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」
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胸
に
今
で
き
る
最
善
の
こ
と
を
委

員
会
メ
ン
バ
ー
と
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

総
務
広
報
委
員
長
　
田
辺
　
秀
男

委
員
長
挨
拶
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県
青
連
第
５
回
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長
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議
、
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会
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青
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連

合
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第
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会
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こ
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度
、
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き
ま
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、
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萩
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タ
ー

ス
の
藤
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。

萩
市
で
自
動
車
整
備
、
車
両

販
売
を
営
ん
で
お
り
、
今
年
で

㈲萩モータース
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介

64
周
年
に
な
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ま
す
。
萩
商
工

会
議
所
青
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一
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と
し
て

自
分
自
身
し
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か
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長
出

来
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よ
う
、
そ
し
て
、
日
頃
よ

り
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引
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立
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頂
い
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い
る
お
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。
宜
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。

員
ア
ワ
ー
が
小
野
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
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催
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。
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委
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白
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